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定
家
の
「
見
わ
た
せ
ば
」
試
論

　
　
　
　
　
－
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
盧
山
雨
夜
草
庵
中
」

は
じ
め
に

↓
ユ
巴
お
≦
①
≦
O
昌
↓
①
涛
鋤
、
ω
ぐ
『
餌
吋
帥
、
．
目
く
＝
≦
讐
四
ω
Φ
げ
餌
、
、

　「

�
ｩ
浦
百
首
」
（
文
治
二
年
〈
l
1
8
6
＞
詠
”

三
夕
の
歌
の
一
つ
と
し
て
も
知
ら
れ
る
、
定
家
の
、

か
ら
『
新
古
今
集
』
に
入
集
、

　
　
見
わ
た
せ
ぱ
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
浦
の
と
ま
や
の
秋
の
夕
暮

　
　
　
　
　
　
　
（
『
拾
遺
愚
草
』
＝
二
五
、
『
新
古
今
集
』
巻
四
・
秋
⊥
二
六
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
歌
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
解
釈
、
検
証
が
繰
り
返
し
な
さ
れ
て
き
た
。

　
一
方
、
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
原
山
雨
夜
草
庵
中
」
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
五
五

五
）
の
詩
句
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
ず
に
き
た
。
「
見
わ
た

と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
i

博
士
前
期
課
程

日
本
文
学
専
攻
　
二
〇
〇
〇
年
度
入
学

関
　
　
口
　
　
祐
　
　
未

　
　
　
　
ω
閏
囚
一
〇
d
O
国
一
く
ニ
ヨ
凶

せ
ば
」
の
歌
は
、
『
源
氏
物
語
』
「
明
石
」
巻
の
、
「
は
る
み
＼
と
物
の
と
y
こ
ほ
り

な
き
海
づ
ら
な
る
に
、
中
く
春
秋
の
花
紅
葉
の
盛
り
な
る
よ
り
は
、
た
y
そ
こ
は

か
と
な
う
茂
れ
る
蔭
ど
も
な
ま
め
か
し
き
に
、
」
の
箇
所
を
本
説
と
す
る
見
方
が
一

般
的
で
あ
り
、
ま
た
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
原
山
雨
夜
草
庵
中
」
自
体
が
著
名
な
詩

句
で
、
教
養
と
し
て
不
可
欠
な
知
識
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
受
容
の
有
無
に
つ
い

て
は
取
り
た
て
て
挙
げ
る
ま
で
も
な
い
と
い
う
考
え
が
背
景
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。　

本
稿
で
は
、
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
と
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
瘡
山
雨
夜
草

庵
中
」
と
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
考
察
を
試
み
る
と
と
も
に
、
そ

の
関
係
を
探
る
こ
と
で
、
文
治
年
間
初
期
に
お
い
て
、
若
き
定
家
が
い
か
に
実
作
に

励
ん
で
い
た
か
を
検
討
し
た
い
。
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な
お
、
『
拾
遺
愚
草
』
『
拾
遺
愚
草
員
外
』
の
歌
、
歌
番
号
は
久
保
田
淳
氏
『
訳
注

藤
原
定
家
全
歌
集
』
（
河
出
書
房
新
社
　
昭
和
六
十
年
）
よ
り
引
用
、
他
は
断
り
の

な
い
限
り
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
基
づ
く
。

定
家
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
と
白
詩

　
定
家
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
に
、
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
廉
山
雨
夜
草
庵
中
」

の
取
り
込
み
が
考
え
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
少
な
い
言
及
な
が
ら
諸
説
あ
る
。

　
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
と
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
盧
山
雨
夜
草
庵
中
」
と
の
関
連

に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
『
拾
遺
愚
草
』
や
『
新
古
今
集
』
の
古
注
釈
に
は
見
ら
れ

な
い
。
近
代
に
な
っ
て
杉
本
行
夫
氏
『
懐
風
藻
』
の
「
懐
風
藻
注
釈
序
」
に
お
い
て
、

鈴
木
虎
雄
氏
が
、

白
楽
天
詩
の
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
、
盧
山
夜
雨
草
庵
中
」
と
藤
原
定
家
の
「
見

わ
た
せ
ば
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
浦
の
苫
屋
の
秋
の
夕
暮
」
と
は
果
し
て
暗

合
な
る
か
、
白
詩
の
一
連
、
そ
の
前
句
が
彼
の
翰
林
学
士
と
し
て
都
に
あ
り
宮

殿
に
宿
直
し
て
詔
勅
を
起
草
せ
し
栄
華
の
時
期
を
表
し
、
下
句
が
現
在
江
州
司

馬
に
販
諦
せ
ら
れ
て
草
庵
に
夜
雨
を
聞
く
の
寂
し
さ
を
表
し
て
互
に
対
照
せ
し

め
た
る
と
、
定
家
の
歌
の
上
句
が
宮
宴
の
盛
時
を
叙
し
、
下
句
が
疑
所
の
あ
は

れ
を
写
し
て
相
反
映
せ
し
め
た
る
と
は
、
常
に
白
詩
を
諦
し
た
り
と
い
は
る
る

定
家
と
し
て
は
よ
し
や
意
識
的
に
は
模
倣
を
な
さ
さ
り
し
と
す
る
も
、
冥
冥
不

知
の
間
に
類
似
を
生
ぜ
し
め
た
り
と
観
測
せ
さ
る
を
得
ざ
る
な
り
。
類
似
を
生

じ
て
模
倣
を
忘
る
る
に
至
り
、
も
し
く
ば
模
倣
以
上
の
も
の
を
生
ず
る
に
至
ら

ば
是
れ
真
に
学
習
の
極
致
に
達
し
た
る
も
の
に
し
て
、
他
国
文
学
の
長
所
を
摂

取
せ
ん
と
す
る
者
の
ま
さ
に
標
式
と
な
す
べ
き
所
に
非
ず
や
。

と
し
た
の
が
最
初
の
よ
う
で
あ
る
。
他
に
、
水
野
平
次
氏
『
白
楽
天
と
日
本
文
学
』

で
は
、
清
少
納
言
と
頭
の
中
将
と
の
応
酬
で
著
名
な
『
枕
草
子
』
七
十
八
段
な
ど
と

と
も
に
「
見
わ
た
せ
ば
」
歌
を
挙
げ
そ
の
翻
案
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
田
中
克
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

氏
『
白
楽
天
』
で
は
、
「
巧
み
に
換
骨
脱
胎
し
て
い
る
」
と
注
釈
す
る
。

　
右
の
よ
う
な
漢
文
学
者
側
か
ら
の
発
言
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
小
島
吉
雄
氏
は

『
新
古
今
和
歌
集
の
研
究
正
篇
』
「
十
　
藤
原
定
家
の
『
見
渡
せ
ば
花
も
紅
葉
も
』
の

歌
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
鈴
木
虎
雄
氏
の
白
詩
を
翻
案
と
す
る
説
を
許
容
で
き
る

と
し
な
が
ら
も
、
「
し
か
し
、
そ
れ
を
定
説
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
な
ほ
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

考
へ
て
み
よ
う
と
思
ふ
。
」
と
保
留
す
る
。
赤
羽
淑
氏
は
『
定
家
の
歌
一
首
』
で
、

「
定
家
は
源
氏
や
白
楽
天
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
そ
れ
が
発
想
に
意
外
性
の
効
果

を
も
た
ら
す
こ
と
は
た
び
た
び
で
あ
っ
て
、
こ
の
歌
も
た
し
か
に
そ
れ
は
認
め
ら
れ

る
。
問
題
は
そ
れ
が
歌
の
内
部
構
造
の
中
に
ど
の
よ
う
に
取
り
込
ま
れ
、
生
か
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」
と
小
島
氏
と
同
じ
立
場
を
と
る
。

　
石
川
徹
氏
「
定
家
の
作
歌
と
物
語
と
の
関
係
1
『
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
』
の

解
釈
を
中
心
に
ー
」
で
は
、
鈴
木
虎
雄
、
水
野
平
次
両
氏
に
よ
る
指
摘
を
注
目
す
べ

き
卓
れ
た
解
釈
と
し
、
「
見
わ
た
せ
ば
」
歌
の
構
想
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
と
し
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ら
も
、
詞
句
に
限
っ
て
は
関
係
な
い
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
久
保
田
淳
氏
『
新
古
今

和
歌
集
全
評
釈
』
で
は
、
「
少
な
く
と
も
、
こ
の
句
題
に
拠
っ
て
詠
ん
で
い
る
の
で

な
い
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。
そ
の
句
と
わ
か
る
よ
う
に
詠
ま
な
け
れ
ば
、
句
題
和

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

歌
で
は
な
い
。
」
と
す
る
。

　
歌
の
典
拠
で
あ
る
漢
詩
文
の
詩
句
が
詞
書
き
に
記
さ
れ
な
い
句
題
和
歌
は
、
平
安
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時
代
か
ら
多
く
詠
ま
れ
た
が
、
そ
の
典
拠
の
発
見
に
関
し
て
は
極
め
て
困
難
で
あ
る

場
合
が
少
な
く
な
い
。
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
に
つ
い
て
は
、
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦

帳
下
　
厘
山
雨
夜
草
庵
中
」
が
句
題
と
し
て
詠
ま
れ
た
と
す
る
に
は
、
白
詩
の
詩
句

に
直
接
対
応
す
る
詞
が
見
当
た
ら
ず
、
「
花
時
錦
帳
」
が
「
花
も
紅
葉
も
」
に
、
「
草

庵
」
が
「
浦
の
と
ま
や
」
に
類
似
す
る
程
度
で
あ
っ
て
、
確
か
に
句
題
和
歌
と
す
る

妥
当
性
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
上
句
の
「
花
も
紅
葉
も
」
の
伝
統
的
王
朝
美
と
も
い
え
る
対
象

と
、
下
句
の
「
浦
の
と
ま
や
の
秋
の
夕
暮
」
と
い
う
王
朝
美
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
風
景

と
が
、
宮
中
の
華
や
か
な
帳
の
下
で
、
政
治
の
中
心
に
い
て
花
盛
り
を
送
る
「
蘭
省

花
時
錦
帳
下
」
と
、
左
遷
先
の
雨
降
る
夜
に
、
草
庵
で
孤
独
に
時
を
過
ご
す
「
痘
山

雨
夜
草
庵
中
」
の
コ
ソ
ト
ラ
ス
ト
と
重
な
る
、
内
容
上
構
造
上
の
対
応
は
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
は
見
逃
せ
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
定
家
の
歌
に
お
い
て
、
中
国
の
詩
文
が
そ
の
典
拠
の
う
ち
、
三
分
の
二
を

白
居
易
の
詩
が
占
め
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
『
白
氏
文
集
』
と
定
家
の
作
品
は
密
接

　
　
　
　
（
7
）

な
の
で
あ
り
、
『
白
氏
文
集
』
の
詩
句
に
早
く
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う

定
家
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
「
二
見
浦
百
首
」
の
当
時
に
お
い
て
も
、
「
蘭
省
花
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

錦
帳
下
　
厘
山
雨
夜
草
庵
中
」
は
当
然
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
定
家
に
お
け
る

白
居
易
の
詩
摂
取
に
つ
い
て
は
、
『
白
氏
文
集
』
か
ら
受
容
し
た
場
合
と
、
『
和
漢
朗

詠
集
』
を
媒
介
と
し
て
間
接
的
に
摂
取
さ
れ
た
場
合
と
が
あ
り
、
後
者
の
方
が
多
い

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
鷹
山
雨
夜
草
庵
中
」
も
『
和
漢
朗
詠

集
』
を
通
し
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
定
家
の
意
図
と
は
別
に
、
構
造
、
内
容
が

お
の
ず
か
ら
似
通
う
結
果
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
定
家
二
十
歳
、
最
初
の
百
首
歌
「
初
学
百
首
」
（
治
承
五
年
〈
1
1
8
1
＞
四
月

詠
）
や
、
続
く
「
堀
河
院
題
百
首
」
（
寿
永
元
年
く
l
1
8
2
V
春
詠
）
な
ど
、
白

居
易
の
詩
を
参
考
に
な
さ
れ
た
習
作
は
す
で
に
見
ら
れ
る
。
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌

が
詠
ま
れ
た
「
二
見
浦
百
首
」
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
「
雑
」
二
十
首
の
う
ち
最
後

の
五
首
の
歌
群
は
、
『
白
氏
文
集
』
の
登
場
人
物
で
あ
る
「
楊
貴
妃
」
（
『
拾
遺
愚
草
』

一
九
六
番
歌
）
、
「
李
夫
人
」
（
一
九
七
）
、
「
王
昭
君
」
（
一
九
八
）
、
「
上
陽
人
」
（
一

九
九
）
、
「
陵
園
妾
」
（
二
〇
〇
）
の
題
で
詠
作
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、

あ
さ
な
ぎ
に
ゆ
き
か
ふ
舟
の
け
し
き
ま
で
春
を
う
か
ぶ
る
浪
の
上
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
拾
遺
愚
草
』
一
〇
九
・
春
）

　
　
「
水
駅
路
穿
児
店
月
　
花
船
樟
入
女
湖
春
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
五
＝
二
・
「
水
」
・
白
楽
天
）

ふ
ゆ
き
て
は
い
り
え
の
あ
し
の
よ
を
か
さ
ね
霜
置
そ
ふ
る
つ
る
の
毛
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
一
五
二
・
冬
）

　
　
「
雪
似
鶴
毛
飛
散
乱
　
人
被
鶴
肇
立
俳
徊
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
三
七
六
・
「
雪
」
・
白
楽
天
）

山
ふ
か
き
竹
の
あ
み
ど
に
風
さ
え
て
い
く
よ
た
え
ぬ
る
夢
ち
な
る
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
一
八
九
・
雑
「
山
家
」
）

　
　
「
風
生
竹
夜
窓
間
臥
　
月
照
松
時
台
上
行
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
一
五
一
・
「
夏
夜
」
・
白
楽
天
）

な
ど
の
歌
が
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
漢
詩
的
世
界
を
漂
わ
せ
、
絵
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画
的
、
印
象
的
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
一
八
九
番
歌
は
、
「
山
ふ
か
き
」

「
竹
の
あ
み
ど
」
「
風
さ
え
て
」
が
、
い
ず
れ
も
漢
語
（
深
山
、
竹
戸
、
竹
扉
、
風
冷

ジ
）
を
歌
語
に
改
め
た
も
の
で
、
さ
ら
に
上
句
の
景
物
構
成
に
漢
詩
的
世
界
を
、
下

句
に
和
歌
の
伝
統
的
歌
格
を
詠
出
し
て
い
る
点
で
、
一
首
全
体
が
革
新
的
な
詠
と
さ

（
9
）

れ
る
。

　
「
二
見
浦
百
首
」
に
お
け
る
、
漢
詩
の
句
や
世
界
を
積
極
的
に
歌
の
中
に
取
り
込

も
う
と
す
る
定
家
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
新
た
な
歌
の
世
界
を
模
索
す
る
態
度
に

通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
に
お
け
る
白
詩
「
蘭
省
花

時
錦
帳
下
　
庫
山
雨
夜
草
庵
中
」
摂
取
の
、
充
分
な
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
問
題
は
、
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
に
ど
の
よ
う
に
取
り
込
ま
れ
、
い
か
な
る

効
果
を
生
じ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

二
　
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
麿
山
雨
夜
草
庵
中
」

　
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
癒
山
雨
夜
草
庵
中
」
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
、

雑
に
「
山
家
」
題
で
収
め
ら
れ
て
い
る
著
名
な
詩
句
（
五
五
五
番
）
で
あ
る
。
出
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

は
『
白
氏
文
集
』
（
巻
十
七
　
新
釈
漢
文
大
系
番
号
一
〇
七
九
）
の
、
「
盧
山
草
堂
、

夜
雨
猫
宿
、
寄
牛
二
・
李
七
・
庚
三
十
二
員
外
」
と
題
さ
れ
た
七
言
律
詩
の
一
節
で

あ
り
、
江
州
に
左
遷
さ
れ
た
白
居
易
が
、
鷹
山
の
草
堂
に
夜
雨
の
音
を
聞
き
な
が
ら

一
人
宿
し
た
折
、
そ
の
感
懐
を
詩
に
ま
と
め
、
都
長
安
で
栄
達
の
道
を
歩
む
友
、
牛

二
、
李
七
、
庚
三
十
二
（
い
ず
れ
も
官
名
）
に
そ
の
詩
を
送
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ

（
1
1
）
る
ゆ
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
盧
山
雨
夜
草
庵
中
」
は
そ
の
第
三
、
四
句
に
あ
た
り
、

摘
句
で
こ
の
二
句
が
引
か
れ
る
形
を
と
る
。
そ
の
全
篇
を
新
釈
漢
文
大
系
本
よ
り
次

に
掲
げ
る
。

丹
雷
捲
手
三
君
子

蘭
省
花
時
錦
帳
下

終
身
膠
漆
心
応
在

唯
有
無
生
三
昧
観

白
髪
垂
頭
一
病
翁

盧
山
雨
夜
草
庵
中

半
路
雲
泥
　
不
同

栄
枯
一
照
両
成
空

　
前
篇
の
意
味
を
と
れ
ば
、
あ
な
た
た
ち
三
人
は
、
丹
雪
（
宮
中
の
こ
と
）
に
い
て

手
を
取
り
合
っ
て
仕
え
て
い
る
が
、
私
だ
け
は
白
髪
を
垂
れ
病
翁
と
な
っ
て
江
州
に

財
さ
れ
て
い
る
。
あ
な
た
た
ち
三
人
は
、
蘭
省
（
宮
中
図
書
を
扱
う
尚
書
省
、
あ
る

い
は
中
央
官
庁
の
唐
名
）
の
花
盛
り
の
中
、
錦
帳
（
宮
殿
の
こ
と
）
の
下
で
愉
快
な

時
を
送
っ
て
い
る
が
、
私
は
と
い
う
と
、
厘
山
の
雨
降
る
夜
に
、
佗
し
い
草
庵
の
中

で
寂
し
く
過
ご
し
て
い
る
よ
、
，
と
な
る
。

　
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
鷹
山
雨
夜
草
庵
中
」
は
、
大
江
匡
房
談
、
藤
原
実
兼

筆
記
の
『
江
談
抄
』
（
天
永
二
年
〈
1
1
1
1
＞
頃
成
立
か
）
第
四
で
は
、
．
∵
・

古
人
伝
へ
て
云
は
く
、
「
こ
の
句
、
文
集
第
一

の
句
な
り
」
と
云
々
。

　
　
　
（
新
大
系
本
よ
り
引
用
）

と
あ
る
よ
う
に
、
古
来
『
白
氏
文
集
』
を
代
表
す
る
著
名
な
詩
句
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

　
我
が
国
の
文
学
作
品
に
現
れ
た
白
詩
を
探
せ
ば
、
『
枕
草
子
』
の
「
頭
中
将
の
す

ず
う
な
る
そ
ら
言
を
聞
き
て
」
か
ら
始
ま
る
七
十
八
段
、
清
少
納
言
と
頭
の
中
将
で

あ
る
藤
原
斉
信
と
の
や
り
と
り
は
有
名
で
あ
る
。
・
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「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
」
と
書
き
て
、
「
末
は
い
か
に
、
末
は
い
か
に
」
と
あ
る
を
、

「
い
か
に
か
は
す
べ
か
ら
む
。
御
前
お
は
し
ま
さ
ば
、
御
覧
ぜ
さ
す
べ
き
を
、

こ
れ
が
末
を
知
り
顔
に
、
た
ど
た
ど
し
き
真
名
書
き
た
ら
む
も
い
と
見
苦
し
」

と
思
ひ
ま
は
す
ほ
ど
も
な
く
、
責
め
ま
ど
は
せ
ば
、
た
だ
そ
の
奥
に
、
炭
櫃

に
、
消
え
炭
の
あ
る
し
て
、
「
草
の
庵
を
誰
か
た
つ
ね
む
」
と
書
き
つ
け
て
取

ら
せ
つ
れ
ど
、
ま
た
返
事
も
言
は
ず
。
　
　
　
　
　
（
新
全
集
本
よ
り
引
用
）

　
斉
信
の
「
末
は
い
か
に
」
に
対
す
る
清
少
納
言
の
返
事
、
「
草
の
庵
を
誰
か
た
つ

ね
む
」
は
、
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
」
の
対
句
「
廉
山
雨
夜
草
庵
中
」
を
踏
ま
え
て
、

和
歌
の
形
に
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
話
題
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
公
任

の
句
、

　
　
い
か
な
る
を
り
に
か

草
の
い
ほ
り
を
た
れ
か
た
つ
ね
む

　
　
と
の
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
い
る
人
、
た
か
た
だ

こ
こ
の
へ
の
花
の
宮
こ
を
お
き
な
が
ら
　
　
　
　
　
　
（
『
公
任
集
』
四
〇
一
）

の
「
草
の
い
ほ
り
を
た
れ
か
た
つ
ね
む
」
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

　
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
鷹
山
雨
夜
草
庵
中
」
は
、
文
人
な
ら
誰
も
が
心
得
て

お
く
べ
き
教
養
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
白
居
易
の
詩
を
多
く
取
る

『
句
題
和
歌
』
や
『
千
載
佳
句
』
に
は
取
ら
れ
て
い
な
い
。
第
二
次
『
白
氏
文
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ブ
ー
ム
と
さ
れ
る
平
安
中
期
頃
に
な
っ
て
、
『
枕
草
子
』
や
『
公
任
集
』
な
ど
の
文

学
作
品
に
姿
を
現
し
は
じ
め
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
収
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

経
緯
が
あ
る
詩
句
の
よ
う
で
あ
る
。

　
時
代
は
下
が
っ
て
十
二
世
紀
後
半
の
平
安
末
期
に
な
る
と
、
『
本
朝
続
文
粋
』
（
康

治
元
年
〈
1
1
4
2
＞
～
久
寿
二
年
く
1
1
5
5
V
の
間
に
成
立
か
）
に
「
雇
従
者

蘭
省
錦
帳
之
近
臣
、
将
迎
者
意
帯
葛
巾
之
逸
客
」
（
巻
十
三
・
藤
原
敦
光
）
と
、
『
本

朝
無
題
詩
』
（
応
保
二
年
〈
1
1
6
2
＞
～
長
寛
二
年
〈
l
1
6
4
＞
の
間
に
成
立

か
）
に
「
桃
李
春
風
蘭
省
興
、
梧
桐
夜
雨
草
堂
情
」
（
巻
四
・
法
性
入
道
殿
下
）
、

「
残
髪
雪
寒
花
省
夕
、
孤
夢
雨
草
堂
秋
」
（
巻
五
・
藤
原
茂
明
）
と
、
「
蘭
省
花
時
錦

帳
下
　
盧
山
雨
夜
草
庵
中
」
を
翻
案
し
た
と
思
わ
れ
る
作
品
が
見
ら
れ
る
。

　
同
じ
頃
、
和
歌
で
は
、

　
　
さ
み
だ
れ
に
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
い
に
し
へ
の
草
の
い
ほ
り
の
夜
は
の
さ
び
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
千
載
集
』
夏
・
一
七
七
・
輔
仁
親
王
）

　
　
む
か
し
お
も
ふ
く
さ
の
い
ほ
り
の
よ
る
の
雨
に
涙
な
ぞ
へ
そ
山
時
鳥

　
　
　
（
『
新
古
今
集
』
夏
・
二
〇
一
・
俊
成
、
『
長
秋
詠
藻
』
五
＝
二
・
「
郭
公
」
）

な
ど
の
著
名
な
歌
が
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
定
家
は
後
に
、
建
保
六
年
く
1
2
1
8
V
詠
の
「
文
集
百
首
」
（
五
十
七
歳
）
に

お
い
て
、
慈
円
と
と
も
に
内

　
　
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
鷹
山
雨
夜
草
庵
中

草
の
庵
の
雨
に
た
も
と
を
ぬ
ら
す
か
な
心
よ
り
出
で
し
都
こ
ひ
し
も

盧
山
雨
夜
草
庵
中
’

（『

E
玉
集
』
一
九
六
四
）
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し
つ
か
な
る
山
路
の
庵
の
雨
の
夜
に
昔
恋
し
き
身
の
み
ふ
り
つ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
拾
遺
愚
草
員
外
』
三
二
五
五
）

と
詠
ん
で
い
る
。
他
に
も
白
詩
を
翻
案
し
た
と
思
わ
れ
る
歌
と
し
て
は
、

ふ
ち
ば
か
ま
思
ひ
こ
そ
や
れ
花
の
と
き
草
の
庵
の
秋
の
雨
に
も

　
　
　
　
　
（
「
俊
成
五
社
百
首
」
二
四
二
・
「
蘭
」
・
文
治
六
年
〈
l
1
9
0
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
日
春
日
社
に
奉
納
）

蘭
省
の
花
の
に
し
き
の
面
影
に
い
ほ
り
か
な
し
き
秋
の
村
雨

（『

E
遺
愚
草
員
外
』
三
＝
＝
・
「
三
十
一
字
歌
」
建
久
七
年
〈
1
1
9
6
＞
秋
詠
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
歌
に
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
鷹

山
雨
夜
草
庵
中
」
を
取
り
込
む
場
合
は
、
下
句
「
盧
山
雨
夜
草
庵
中
」
の
、
草
庵
で

配
所
暮
ら
し
を
送
る
白
居
易
の
心
事
を
強
く
意
識
し
て
詠
ま
れ
る
場
合
と
、
公
任
の

歌
や
「
ふ
ち
ば
か
ま
」
「
蘭
省
の
」
の
歌
の
よ
う
に
、
上
下
句
を
と
も
に
踏
ま
え
て

詠
ま
れ
る
場
合
に
分
か
れ
る
が
、
前
者
の
方
が
一
般
的
な
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

「
草
の
庵
」
（
庵
）
と
「
雨
」
（
さ
み
だ
れ
、
村
雨
）
の
組
み
合
わ
せ
が
詠
み
込
ま
れ

て
い
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
（
但
し
公
任
歌
は
「
草
の
い
ほ
り
」
の
み
）
。
こ
れ
ら

の
翻
案
歌
群
と
比
較
す
る
と
、
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
は
、
草
庵
、
雨
を
は
じ
め
、

直
接
に
白
詩
の
詩
句
と
対
応
す
る
詞
が
見
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
白
詩
の
対
句
全
体
の
、

主
に
「
構
想
」
を
中
心
と
し
た
取
り
込
み
で
あ
る
点
が
他
の
翻
案
歌
と
は
種
を
異
に

す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
鷹
山
雨
夜
草
庵
中
」
の
翻
案
と
す
る
の

に
こ
れ
ま
で
躊
躇
さ
れ
て
き
た
理
由
は
、
「
見
わ
た
せ
ば
」
歌
の
、

特
異
性
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
　
拾
遺
集
一
一
〇
番
歌

翻
案
の
仕
方
の

　
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
に
、
枠
組
み
、
構
想
を
中
心
と
し
た
、
変
則
的
と
も
い
え

る
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
盧
山
雨
夜
草
庵
中
」
の
摂
取
を
想
定
す
る
な
ら
、
そ

れ
は
定
家
独
自
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
新
し
い
心
」
を
歌
に
詠
み
込
も
う
と
、
意
欲
的
に
詠
作
を
試
み
て
い
た
当
時
の

定
家
で
は
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
定
家
独
自
の
発
想
と
は
言
い
難
い
。
先
例
と
し

て
、
拾
遺
集
＝
○
番
歌
の
存
在
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
新
大
系
『
拾

遺
和
歌
集
』
よ
り
引
用
す
る
。

　
　
題
知
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
み
人
知
ら
ず

今
日
見
れ
ば
玉
の
台
も
な
か
り
け
り
菖
蒲
の
草
の
庵
の
み
し
て

（
夏
）

　
こ
の
歌
は
、
拾
遺
抄
に
は
な
い
、
拾
遺
集
新
出
歌
で
あ
る
。
「
よ
み
人
知
ら
ず
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
初
頭
の
間
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ

る
『
賀
茂
保
憲
女
集
』
四
九
番
歌
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
賀
茂
保
憲
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

（
生
没
年
時
未
詳
）
の
歌
と
さ
れ
る
。
「
よ
み
人
知
ら
ず
」
と
さ
れ
た
の
は
、
拾
遺
集

撰
集
時
に
は
、
ま
だ
歌
人
と
し
て
の
名
声
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ

う
。　

「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
は
、
屏
風
歌
か
実
景
歌
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
五
月
五
日

の
端
午
の
節
句
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
五
月
五
日
の
今
日
、
あ
た
り
を
見
渡
せ
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ば
、
華
や
か
な
殿
舎
も
な
い
こ
と
だ
。
菖
蒲
を
軒
端
に
葺
い
た
草
の
庵
が
あ
る
ば
か

り
で
、
の
意
と
な
ろ
う
。
端
午
の
節
句
の
折
、
ど
の
家
の
軒
端
に
も
菖
蒲
が
挿
さ
れ

て
い
る
景
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
「
玉
の
台
」
「
草
の
庵
」
は
、
漢
語
の
「
玉
台
」

「
草
庵
」
を
翻
案
し
た
も
の
で
、
壮
麗
な
宮
殿
楼
閣
、
草
葺
き
の
粗
末
な
家
屋
を
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

味
し
、
対
句
的
な
組
み
合
わ
せ
と
な
っ
て
い
る
。
菖
蒲
の
挿
さ
れ
た
宮
殿
を
「
菖
蒲

の
草
の
庵
」
と
見
立
て
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
歌
の
個
性
と
面
白
さ
が
あ
る
。

　
こ
の
歌
に
は
、

あ
や
め
草
軒
の
か
ぎ
り
は
ひ
ま
も
な
み
け
ふ
は
よ
ど
の
や
あ
ら
は
成
る
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
海
人
手
古
良
集
』
一
四
・
夏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

を
参
考
に
詠
ま
れ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
上
下
句
の
、
「
玉
の
台
」
「
菖
蒲
の
草
の

庵
」
と
い
う
対
句
的
歌
語
の
配
置
、
及
び
「
（
菖
蒲
の
）
草
の
庵
」
の
詞
か
ら
、
白

詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
窟
山
雨
夜
草
庵
中
」
を
同
工
異
曲
的
に
詠
み
替
え
た
も
の

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
上
句
の
、
殿
舎
の
美
称
で
あ
る
「
玉
の
台
」
が
、
中
央
官
庁

の
「
蘭
省
」
、
及
び
天
子
の
お
ら
れ
る
「
錦
帳
」
に
対
応
す
る
点
も
そ
の
裏
付
け
と

な
る
。
「
玉
の
台
」
は
、
歌
の
世
界
で
は
『
竹
取
物
語
』
に
、

む
ぐ
ら
は
ふ
下
に
も
年
は
へ
ぬ
る
身
の
何
か
は
玉
の
う
て
な
を
も
み
む
（
＝
二
）

と
あ
り
、
『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
六
に
も
、

な
に
せ
ん
に
た
ま
の
う
て
な
も
八
重
む
ぐ
ら
い
づ
ら
ん
な
か
に
ふ
た
り
こ
そ
ね

め

（
三
八
七
四
・
「
む
ぐ
ら
」
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
葎
が
繁
る
賎
の
家
な
ど
と
対
に
詠
ま
る
こ
と
の
多
い
歌
語
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
点
で
は
「
今
日
見
れ
ば
」
の
詠
も
例
外
で
は
な
い
が
、
「
玉
の

台
」
「
菖
蒲
の
草
の
庵
」
と
い
っ
た
二
物
が
、
上
下
句
と
「
蘭
省
花
時
錦
帳
」
「
草
庵
」

に
倣
う
形
で
並
列
さ
れ
て
お
り
、
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
雇
山
雨
夜
草
庵
中
」
の
漢

詩
文
体
を
骨
格
と
し
て
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
「
今
日
見
れ
ば
」
の

歌
の
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
盧
山
雨
夜
草
庵
中
」
の
、
構
想
が
意

識
さ
れ
て
な
さ
れ
た
翻
案
は
、
定
家
の
「
見
わ
た
せ
ば
」
歌
よ
り
前
に
、
「
今
日
見

れ
ば
」
の
歌
で
既
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目

す
べ
き
は
、
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
と
定
家
の
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
と
の
間
に
は
、

白
詩
を
共
有
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
構
成
上
の
類
似
の
他
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
句

に
逐
一
対
応
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

見
わ
た
せ
ば
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
浦
の
と
ま
や
の
秋
の
夕
暮
　
　
（
定
家
）

今
日
見
れ
ば
玉
の
台
も
な
か
り
け
り
菖
蒲
の
草
の
庵
の
み
し
て
　
（
保
憲
女
）

　
視
点
と
し
て
の
主
体
を
「
見
わ
た
せ
ば
」
「
（
今
日
）
見
れ
ば
」
と
表
し
た
点
、
王

朝
美
を
代
表
す
る
「
花
も
紅
葉
も
」
と
、
王
宮
の
象
徴
と
し
て
の
「
玉
の
台
」
、
そ

れ
ら
両
者
を
第
三
句
「
な
か
り
け
り
」
と
否
定
し
た
点
、
そ
の
消
滅
に
よ
っ
て
一
層

鮮
や
か
に
仔
む
、
苫
を
葺
い
た
仮
小
屋
の
「
浦
の
と
ま
や
」
と
、
菖
蒲
を
挿
し
た
殿

舎
を
見
立
て
た
「
菖
蒲
の
草
の
庵
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
そ
の
対
応
は
鮮
や
か
で
あ
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る
。
た
だ
し
、
「
見
わ
た
せ
ば
」
歌
は
第
五
句
が
「
秋
の
夕
暮
」
と
体
言
止
め
と
な

っ
て
お
り
、
「
な
か
り
け
り
」
の
三
句
切
れ
と
合
わ
せ
て
新
古
今
的
特
徴
を
有
す
る
。

こ
の
点
は
、
西
行
の
「
こ
こ
ろ
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
し
ら
れ
け
り
し
ぎ
た
つ
沢
の

秋
の
夕
暮
」
（
『
新
古
今
集
』
巻
四
・
秋
上
⊥
二
六
二
）
の
存
在
と
大
き
く
関
わ
る
で

あ
ろ
う
。
時
代
的
好
尚
の
差
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
に
き
て
、
定
家
の
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
が
、
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下

盧
山
雨
夜
草
庵
中
」
の
構
想
、
枠
組
み
を
直
接
取
り
入
れ
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ

白
詩
を
摂
取
し
た
と
思
わ
れ
る
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
を
参
考
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
間
接
的
摂
取
と
い
う
形
で
白
詩
を
取
り
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
、
と
の
推
察
に

至
る
の
で
あ
る
。
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
を
媒
介
と
し
た
結
果
、
白
詩
の
面
影
を
彷

彿
と
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
に
は
、
こ
れ
ま
で
、

ふ
る
雪
は
き
え
で
も
し
ば
し
と
ま
ら
な
ん
花
も
も
み
ち
も
枝
に
な
き
こ
ろ

　
　
　
　
　
（
『
後
撰
集
』
冬
・
四
九
三
・
題
し
ら
ず
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

の
歌
が
本
歌
、
参
考
歌
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
下
句
「
花
も
も
み
ち
も
枝
に
な

き
こ
ろ
」
の
詞
続
き
を
踏
襲
し
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
な
「
今

日
見
れ
ば
」
歌
と
の
詞
句
な
ど
の
対
応
を
考
え
れ
ば
、
替
え
歌
の
よ
う
に
詠
み
替
え

た
も
の
と
し
て
、
「
今
日
見
れ
ば
」
を
本
の
歌
と
す
る
の
が
よ
り
適
切
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
定
家
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
と
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
原
山
雨
夜
草
庵
中
」

と
の
関
係
は
、
拾
遺
集
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
を
媒
介
と
す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に

「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
に
陰
影
と
し
て
現
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　
拾
遺
集
と
定
家

　
拾
遺
集
一
一
〇
番
歌
「
今
日
見
れ
ば
」
は
、
「
見
わ
た
せ
ば
」
歌
の
本
の
歌
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
参
考
歌
と
し
て
も
こ
れ
ま
で
挙
げ
ら
れ
ず
に
き
た
。
「
今
日
見
れ

ば
」
の
歌
は
、
和
歌
史
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
見
て
戦
他
。

　
拾
遺
集
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
は
、
菖
蒲
草
を
主
題
と
し
た
歌
群
の
一
首
で
あ
る
。

　
　
延
喜
御
時
歌
合
に
　
　
　
　
　
　
よ
み
人
知
ら
ず

五
月
雨
は
近
く
な
る
ら
し
淀
河
の
菖
蒲
の
草
も
み
く
さ
生
ひ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
入
・
夏
・
抄
ナ
シ
）

　
　
屏
風
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
中
臣
能
宣

《
昨
日
ま
で
よ
そ
に
思
し
菖
蒲
草
今
日
我
が
宿
の
つ
ま
と
見
る
哉

　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
九
・
抄
七
〇
）

　
．
題
知
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
み
人
知
ら
ず

今
日
見
れ
ば
玉
の
台
も
な
か
り
け
り
菖
蒲
の
草
の
庵
の
み
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
・
抄
ナ
シ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
喜
御
製

葦
引
の
山
郭
公
今
日
と
て
や
菖
蒲
の
草
の
ね
に
た
て
て
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
＝
・
抄
七
一
）

　
一
〇
八
番
歌
で
五
月
雨
前
の
菖
蒲
草
を
、
一
〇
九
、
一
一
〇
番
歌
で
は
五
月
五
日

「
今
日
」
の
、
端
午
の
節
句
の
菖
蒲
草
を
詠
む
。
続
く
一
　
一
番
歌
は
、
菖
蒲
草
と
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郭
公
を
詠
む
が
、
「
今
日
」
「
菖
蒲
の
草
」
と
、
一
〇
九
、
＝
○
番
歌
の
歌
語
を
そ

の
ま
ま
引
き
継
ぐ
形
で
置
か
れ
て
い
る
。
拾
遺
抄
に
は
一
〇
九
番
歌
と
一
一
一
番
歌

が
と
も
に
並
ん
で
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
時
間
推
移
（
五
月
雨
前
↓
五
月
五
日
↓

五
月
五
日
以
降
）
、
素
材
（
菖
蒲
草
）
と
い
う
連
続
性
が
考
慮
さ
れ
て
、
＝
○
番

歌
は
そ
の
間
に
配
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
一
一
〇
番
歌
の
、
菖
蒲
草
を
挿
し
た
軒
端
を
草
庵
に
見
立
て
る
詠
は
、
菖

蒲
を
ほ
と
と
ぎ
す
と
取
り
合
わ
せ
た
り
、
物
の
文
目
に
掛
け
て
詠
ま
れ
た
り
す
る
こ

と
が
多
い
点
や
、
端
午
の
節
句
を
、
軒
先
の
菖
蒲
、
根
合
せ
や
綜
、
薬
玉
の
贈
答
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

関
連
し
て
詠
む
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
時
目
新
し
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
そ
の
点
が
拾
遺
集
撰
者
の
目
を
引
い
て
、
拾
遺
集
に
加
え
ら
れ
た
も
の

と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
佐
藤
和
喜
氏
『
平
安
和
歌
文
学
表
現
論
』
「
第
一
節
　
拾
遺
集
歌
の
構
造
」
「
第
二

節
　
拾
遺
集
歌
の
生
成
－
十
世
紀
後
半
の
新
傾
向
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
に
よ
れ
ば
、
拾

遺
集
に
は
古
今
集
歌
に
近
似
す
る
歌
が
多
く
含
ま
れ
る
一
方
で
、
古
今
集
歌
の
特
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

を
越
え
る
、
「
新
し
い
歌
」
が
少
な
く
な
い
と
す
る
。
古
今
集
歌
に
お
い
て
は
、
そ

の
歌
の
主
体
が
、
対
象
に
直
接
相
対
し
、
主
体
が
歌
の
場
を
形
成
す
る
一
時
的
要
素

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
拾
遺
集
歌
で
は
、
歌
の
主
体
は
景
を
外
か
ら
捉
え
る
二
次
的

要
素
で
あ
り
、
客
観
化
さ
れ
た
世
界
あ
る
い
は
自
己
を
外
か
ら
捉
え
判
断
す
る
性
質

が
見
ら
れ
る
と
す
る
。

　
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
に
つ
い
て
佐
藤
氏
は
特
に
触
れ
な
い
が
、
佐
藤
氏
の
論
旨

に
沿
っ
て
一
一
〇
番
歌
を
改
め
て
見
る
と
、
右
の
よ
う
な
、
古
今
集
歌
に
は
な
い
新

た
な
性
質
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
下
句
「
菖
蒲
の
草
の
庵
」
は
、
単
な
る
見
立
て
ら
れ
た
景
色
に
終
わ
ら

ず
、
上
句
「
今
日
見
れ
ば
玉
の
台
も
な
か
り
け
り
」
と
歌
の
主
体
が
景
か
ら
一
歩
退

い
て
対
象
を
眺
め
る
こ
と
で
、
景
の
一
層
の
賞
味
に
つ
な
が
る
効
果
を
も
た
ら
す
。

ま
た
、
上
句
が
「
今
日
見
れ
ば
玉
の
台
も
な
か
り
け
り
」
と
、
下
句
の
景
に
対
す
る

主
体
の
判
断
性
、
論
理
性
を
有
し
な
が
ら
も
、
上
下
句
が
並
列
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ

の
論
理
性
が
語
法
的
に
抑
制
さ
れ
、
上
下
句
が
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
と
な
っ
て
い
る

点
、
「
玉
の
台
」
「
（
菖
蒲
の
）
草
の
庵
」
と
対
照
的
な
詞
句
が
詠
み
込
ま
れ
た
こ
と

で
、
一
首
全
体
が
よ
り
印
象
的
と
な
っ
て
い
る
点
、
こ
の
よ
う
な
二
文
構
成
が
漢
詩

文
体
（
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
盧
山
雨
夜
草
庵
中
」
）
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

れ
る
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
十
世
紀
後
半
か
ら
現
れ
る
、
古
今
集
歌
と
は
性
質
を
異
に
す

る
新
た
な
傾
向
、
近
代
的
な
新
古
今
歌
風
の
兆
し
と
も
さ
れ
る
性
質
に
合
致
す
る
も

の
で
あ
り
、
佐
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
二
文
並
列
の
文
体
は
、
拾
遺
抄
に
な

く
、
叙
景
へ
の
傾
斜
が
著
し
い
拾
遺
集
新
出
歌
（
以
下
「
集
新
出
歌
」
と
記
述
）
に

多
く
見
ら
れ
る
と
す
る
。
＝
○
番
歌
も
集
新
出
歌
で
あ
り
、
そ
の
点
も
注
目
さ
れ

る
が
、
結
句
を
体
言
化
す
れ
ば
、
ま
さ
に
新
古
今
歌
と
見
え
る
点
も
看
過
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
か
ら
、
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
は
拾
遺
集
当
代
に
お
い
て
新
し
い
、
異
質
な

歌
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
定
家
は
、
「
今
日
見
れ
ば
」
歌

が
持
つ
こ
の
よ
う
な
特
質
に
気
づ
い
て
い
た
上
で
、
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
の
モ
デ

ル
と
し
て
参
考
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
定
家
の
初
期
の
作
品
群
に
は
、
歌
を
習
学
す
る
と
い
う
、
初
心
者
の
心
構
え
が
顕

著
と
さ
れ
、
特
に
、
俊
成
か
ら
厳
訓
を
受
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
当
時
の
定
家
に
と
っ

て
、
三
代
集
を
習
学
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
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想
像
さ
れ
る
。

　
「
初
学
百
首
」
「
堀
河
院
題
百
首
」
両
百
首
で
は
、
古
今
集
に
本
質
的
な
意
味
で
の

規
範
を
求
め
、
代
表
的
歌
人
の
歌
を
徹
底
し
て
学
び
、
読
人
不
知
の
歌
に
も
共
感

し
、
積
極
的
に
そ
の
拝
情
の
根
元
を
求
め
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
三
代
集
以
外
に

も
、
後
拾
遺
集
、
金
葉
集
な
ど
の
新
風
的
傾
向
の
認
め
ら
れ
る
歌
の
摂
取
や
、
『
伊

勢
物
語
』
『
源
氏
物
語
』
『
狭
衣
物
語
』
の
基
本
的
学
習
な
ど
、
そ
の
幅
は
広
い
も
の

で
あ
っ
た
。

　
「
堀
河
院
題
百
首
」
か
ら
四
年
を
隔
て
る
「
二
見
浦
百
首
」
に
お
い
て
も
、
前
の

両
百
首
と
同
様
の
傾
向
を
引
継
ぎ
、
詞
句
の
摂
取
な
ど
、
古
今
集
を
中
心
に
学
ん
で

い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
拾
遺
集
歌
を
本
歌
と
し
て
詠
ま
れ
た
と
さ
れ
る
歌
も
見
ら
れ
る
。
そ
の

一
例
を
次
に
挙
げ
る
。

吉
野
山
か
す
め
る
そ
ら
を
け
さ
見
れ
ば
年
は
一
夜
の
へ
だ
て
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
拾
遺
愚
草
』
一
〇
一
・
春
）

い
ま
も
こ
れ
す
ぎ
て
も
は
る
の
悌
は
花
見
る
み
ち
の
花
の
色
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
一
一
二
・
春
）

散
り
ね
た
y
あ
な
う
の
花
や
さ
く
か
ら
に
春
を
へ
だ
つ
る
か
き
ね
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
一
二
一
・
夏
）

い
つ
る
よ
り
て
る
月
か
げ
の
清
見
が
た
そ
ら
さ
へ
氷
る
浪
の
上
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
一
三
七
・
秋
）

「
二
見
浦
百
首
」
の
一
首
目
、
一
〇
一
番
歌
は
、
公
任
『
和
歌
九
品
』
の
上
品
上

に
置
か
れ
た
秀
歌
と
し
て
も
知
ら
れ
る
、
『
拾
遺
集
』
巻
頭
歌
「
春
立
つ
と
い
ふ
許

に
や
三
吉
野
の
山
も
か
す
み
て
今
朝
は
見
ゆ
ら
ん
」
（
春
・
一
・
壬
生
忠
琴
・
抄
集

重
出
歌
）
が
本
歌
と
さ
れ
る
が
、
同
じ
拾
遺
集
歌
「
ふ
し
づ
け
し
淀
の
渡
を
今
朝
見

れ
ば
と
け
ん
期
も
な
く
氷
し
に
け
り
」
（
冬
・
二
一
二
四
・
平
兼
盛
・
抄
集
重
出
歌
）

の
歌
格
、
第
三
句
「
今
朝
見
れ
ば
」
、
結
句
「
…
け
り
」
を
踏
襲
し
た
と
の
指
摘
も

（
2
0
）

あ
る
。
ま
た
一
二
一
、
一
三
七
番
歌
は
、
拾
遺
集
四
季
歌
の
代
表
的
詠
歌
と
さ
れ

る
、
「
我
が
宿
の
垣
根
や
春
を
隔
つ
ら
ん
夏
来
に
け
り
と
見
ゆ
る
卯
花
」
（
夏
・
八
〇
・

順
・
抄
集
重
出
歌
）
、
「
天
の
原
空
さ
へ
さ
え
や
渡
ら
ん
氷
と
見
ゆ
る
冬
の
夜
の
月
」

（
冬
・
二
四
二
・
恵
慶
法
師
・
抄
集
重
出
歌
）
の
、
特
に
詞
続
き
、
「
垣
根
や
春
を
へ

だ
つ
ら
ん
」
「
空
さ
へ
さ
え
や
」
に
そ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
秀
歌
は
い
ず
れ
も
抄
集
重
出
歌
（
拾
遺
抄
、
拾
遺
集
と
も
に
入
集
し
て
い

る
歌
）
で
あ
る
が
、
＝
二
番
歌
に
は
集
新
出
歌
、

咲
か
さ
ら
む
物
と
は
な
し
に
桜
花
面
影
に
の
み
ま
だ
き
見
ゆ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雑
春
・
一
〇
三
六
・
躬
恒
）

の
持
つ
、
待
花
に
そ
の
面
影
を
見
る
と
い
う
新
し
い
発
想
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

　
「
二
見
浦
百
首
」
当
時
、
集
新
出
歌
を
参
考
と
し
た
詠
作
と
し
て
、
中
周
子
氏
は

「
定
家
の
拾
遺
集
享
受
」
で
、

お
の
つ
か
ら
あ
れ
ば
あ
る
世
に
な
が
ら
へ
て
を
し
む
と
人
に
見
え
ぬ
べ
き
哉

　
　
　
　
　
　
　
（
『
拾
遺
愚
草
』
一
七
二
・
述
懐
、
『
千
載
集
』
一
一
＝
二
）
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い
か
に
し
て
し
ば
し
わ
す
れ
ん
い
の
ち
だ
に
あ
ら
ば
あ
ふ
よ
の
あ
り
も
こ
そ
す

れ
　
　
　
　
（
集
新
出
歌
六
四
六
・
恋
一
・
読
人
不
知
）
＊
傍
線
は
中
氏
に
よ
る

や
、
翌
年
の
文
治
三
年
〈
l
1
8
7
＞
春
、
「
皇
后
宮
大
輔
百
首
」
で
詠
ま
れ
た
、

わ
す
れ
ぬ
や
さ
は
わ
す
れ
け
る
わ
が
心
夢
に
な
せ
と
そ
い
ひ
て
わ
か
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
六
八
・
逢
不
遇
恋
）

わ
が
せ
こ
を
わ
が
こ
ひ
を
れ
ば
わ
が
や
ど
の
草
さ
へ
思
ひ
う
ら
が
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
集
新
出
歌
八
四
五
・
恋
三
・
人
麿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

な
ど
の
影
響
関
係
を
挙
げ
て
い
る
。
中
氏
は
、
右
の
集
新
出
歌
の
、
同
音
反
復
、
重

詞
に
よ
る
音
楽
的
表
現
は
、
単
に
音
の
響
き
の
面
白
さ
の
み
で
な
く
、
定
家
の
歌
の

内
容
と
も
深
く
関
わ
る
と
し
、
集
新
出
歌
が
定
家
の
詠
法
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ

を
指
摘
す
る
。

　
古
来
、
「
拾
遺
抄
」
が
公
任
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
「
拾
遺
集
」
の
秀
歌
撰
と
の
見

方
が
長
ら
く
な
さ
れ
て
き
た
た
め
、
平
安
後
期
以
降
、
十
巻
本
「
拾
遺
抄
」
の
方
が

二
十
巻
本
「
拾
遺
集
」
よ
り
尊
重
、
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
俊
頼
『
俊
頼
髄
脳
』

（
天
永
二
年
〈
l
1
1
1
＞
～
永
久
元
年
〈
l
l
1
3
＞
の
間
に
成
立
か
）
を
は
じ

め
、
俊
成
『
古
来
風
体
抄
』
（
初
撰
本
は
建
久
八
年
〈
1
1
9
7
＞
成
立
）
に
至
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

歌
論
書
や
秀
歌
撰
な
ど
の
記
述
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
定
家
の
場
合
、

こ
れ
ま
で
の
拾
遺
集
歌
に
対
す
る
認
識
と
評
価
は
他
の
歌
人
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

『
三
代
集
之
間
事
』
（
貞
応
元
年
〈
1
2
2
2
＞
成
立
）
で
は
、

微
臣
幼
少
之
昔
　
初
提
携
古
集
古
歌
之
日
　
披
見
此
集
　
忽
抽
感
懐
　
愚
意
独

慕
之
　
窃
雌
握
翫
之
　
於
亡
父
之
眼
前
　
未
読
之
　
但
僅
聞
其
説
事
等

　
（
小
沢
正
夫
編
『
三
代
集
の
研
究
』
明
治
書
院
　
昭
和
五
十
六
年
　
参
照
）

と
あ
る
よ
う
に
、
幼
少
よ
り
父
俊
成
に
隠
れ
て
「
拾
遺
集
」
を
愛
読
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
定
家
以
前
の
拾
遺
抄
重
視
の
風
潮
と
比
べ
る
と
、
中
氏
の

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
若
き
日
の
定
家
が
拾
遺
集
を
見
た
時
の
感
慨
と
評
価
は
、
い
か

に
先
学
の
見
解
や
当
時
の
秀
歌
基
準
か
ら
自
由
で
あ
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
拾
遺
抄
の
秀
歌
は
も
と
よ
り
、
定
家
以
前
に
は
あ
ま
り

注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
集
新
出
歌
を
も
、
定
家
は
文
治
期
と
い
う
早
い
時
期

か
ら
積
極
的
に
学
び
、
実
作
に
用
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌

も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
古
今
、
後
撰
集
に
は
な
い
、
非
現
実
的
空
間
、
虚
構
の
美

を
表
現
し
得
た
叙
景
歌
の
先
駈
け
と
し
て
、
定
家
は
新
古
今
的
新
風
の
薫
り
を
嗅
ぎ

付
け
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
、
『
拾
遺
集
』
と
い
う
勅
撰
和
歌
集
自

体
が
、
伝
統
的
秀
歌
と
「
新
し
い
歌
」
と
の
両
方
を
兼
ね
備
え
た
歌
集
で
あ
る
点
を

も
、
定
家
は
見
抜
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
二
見
浦
百
首
」
を
含
め
た
定
家
の
習
学
期
と
い
う
と
、
古
今
集
歌
の
学
習
、
摂

取
が
中
心
と
さ
れ
、
殊
に
古
今
集
、
古
今
歌
人
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
集
新

出
歌
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
の
存
在
を
は
じ
め
、
定
家
に
お
け
る
拾
遺
集
歌
と
の
関

係
に
つ
い
て
も
、
今
後
改
め
て
見
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
　
保
憲
女
と
『
保
憲
女
集
』

当
代
と
し
て
は
斬
新
と
も
い
え
る
保
憲
女
の
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
で
は
あ
っ
た
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が
、
定
家
以
前
で
は
、
そ
し
て
以
後
も
、
あ
ま
り
注
意
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
を
参
考
と
し
て
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
歌
を
次
に
挙
げ
る
。

さ
ら
ぬ
だ
に
草
の
庵
と
な
る
や
ど
に
け
ふ
は
あ
や
め
を
ふ
き
そ
ふ
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
堀
河
院
百
首
和
歌
」
三
九
三
・
「
菖
蒲
」
・
師
時
）

は
れ
ぬ
れ
ば
残
れ
る
く
ま
も
な
か
り
け
り
空
こ
そ
月
の
ひ
か
り
な
り
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
散
木
奇
歌
集
』
五
一
五
・
「
漢
霧
明
月
」
）

見
わ
た
せ
ば
な
び
か
ぬ
く
さ
ぞ
な
か
り
け
る
風
こ
そ
の
べ
の
あ
る
じ
な
り
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
重
家
集
』
五
五
八
・
「
野
風
」
）

　
「
堀
河
百
首
」
の
「
さ
ら
ぬ
だ
に
」
の
歌
は
、
軒
先
に
菖
蒲
草
を
挿
し
た
景
を

「
草
の
庵
」
と
見
立
て
る
主
題
が
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
上
句
「
さ

ら
ぬ
だ
に
草
の
庵
と
な
る
や
ど
に
」
の
、
そ
う
で
な
く
て
も
、
い
つ
か
は
草
の
庵
と

な
っ
て
朽
ち
る
運
命
の
宿
な
の
に
、
と
い
う
発
想
が
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
他

の
二
首
は
、
初
句
「
は
れ
ぬ
れ
ば
」
「
見
わ
た
せ
ば
」
、
第
三
句
「
な
か
り
け
り
」

「
な
か
り
け
る
」
と
、
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
の
歌
格
と
類
似
し
て
い
る
点
で
挙
げ
た
。

こ
の
よ
う
な
歌
格
は
他
に
も
見
ら
れ
る
が
、
「
今
日
見
れ
ば
」
歌
の
、
第
三
句
「
な

か
り
け
り
」
と
否
定
す
る
こ
と
で
、
下
句
の
対
象
を
一
層
浮
き
上
が
ら
せ
る
と
い
う

効
果
を
狙
っ
た
詠
は
見
出
し
難
く
、
こ
の
二
首
を
参
考
と
し
て
挙
げ
る
に
と
ど
め
た
。

　
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
が
拾
遺
集
以
外
に
採
歌
さ
れ
た
歌
集
を
探
し
た
と
こ
ろ
、

平
安
時
代
、
鎌
倉
時
代
と
経
て
も
、
勅
撰
、
私
撰
歌
集
は
お
ろ
か
、
歌
論
集
、
歌
学

書
、
秀
歌
撰
な
ど
姿
を
現
す
こ
と
は
な
い
。
南
北
朝
時
代
に
入
っ
て
、
『
三
百
六
十

首
和
歌
』
（
私
撰
集
　
延
文
年
間
〈
1
3
5
6
～
1
3
6
0
＞
成
立
か
）
に
「
五
月 上

旬
」
「
読
人
不
知
」
（
一
二
六
）
と
、
『
六
華
和
歌
集
』
（
私
撰
集
　
貞
治
三
年
〈
1

3
6
4
＞
以
降
に
成
立
）
に
「
夏
歌
」
「
拾
（
遺
集
）
」
「
読
人
不
知
」
（
三
七
五
）
と

し
て
採
ら
れ
る
程
度
な
の
で
あ
る
。
他
に
、
『
源
氏
物
語
』
初
期
の
研
究
を
批
判
的

に
総
合
し
た
、
注
釈
史
上
、
画
期
的
大
著
と
さ
れ
る
、
四
辻
善
成
著
『
河
海
抄
』

（
貞
治
年
間
〈
1
3
6
2
～
1
3
6
8
＞
初
め
に
成
立
）
に
お
い
て
、
源
氏
物
語

「
橋
姫
」
巻
、

あ
や
し
き
舟
ど
も
に
柴
刈
り
積
み
、
を
の
く
何
と
な
き
世
の
営
み
ど
も
に
行

き
か
ふ
さ
ま
ど
も
の
、
は
か
な
き
水
の
上
に
浮
か
び
た
る
、
た
れ
も
思
へ
ば
お

な
じ
ご
と
な
る
世
の
常
な
さ
な
り
。
わ
れ
は
浮
か
ば
ず
、
玉
の
台
に
静
け
き
身

と
思
ふ
べ
き
世
か
は
、
と
思
ひ
つ
y
け
ら
る
。
　
　
　
（
新
大
系
本
よ
り
引
用
）

の
箇
所
の
「
玉
の
台
」
項
に
、
「
桂
台
」
の
言
葉
と
と
も
に
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

を
注
し
て
い
る
の
が
目
立
つ
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
今
日
見
れ
ば
」
歌
に
は
、

他
の
引
用
歌
と
違
っ
て
、
そ
の
出
典
、
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
『
三
百
六
十
首
和
歌
』
『
六
華
和
歌
集
』
と
同
様
、
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
が
南

北
朝
期
に
な
っ
て
も
な
お
、
保
憲
女
の
歌
と
は
知
ら
れ
ず
、
拾
遺
集
「
読
人
不
知
」

歌
と
し
て
、
『
河
海
抄
』
の
時
代
に
ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

　
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
を
は
じ
め
と
し
て
、
『
保
憲
女
集
』
あ
る
い
は
そ
の
歌
が
注

目
を
集
め
る
こ
と
の
な
か
っ
た
背
景
の
一
つ
に
、
そ
の
伝
存
過
程
に
お
い
て
受
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

損
傷
な
ど
に
よ
る
、
甚
だ
し
い
本
文
の
乱
れ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
保
憲
女
自
身

に
つ
い
て
も
、
宮
仕
え
の
こ
と
や
、
権
門
の
歌
壇
と
の
交
流
な
ど
、
そ
の
記
述
が
残
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さ
れ
た
資
料
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
保
憲
女
に
つ
い
て
知
る
に
は
、

彼
女
の
周
辺
人
物
や
『
保
憲
女
集
』
の
作
品
自
体
を
手
掛
か
り
と
す
る
以
外
に
方
法

が
な
い
と
い
う
文
献
上
の
制
約
も
あ
る
だ
ろ
う
。
保
憲
女
は
、
周
り
か
ら
隔
絶
し

た
、
孤
独
な
生
涯
を
送
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
無
名
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
「
保
憲
女
」
の
作
者
名
が
は
じ
め
て
勅
撰
集
に
明
示
さ
れ
る
の
は
『
風
雅
和
歌

集
』
か
ら
で
、
和
歌
史
に
お
い
て
も
そ
の
才
能
は
埋
も
れ
た
ま
ま
、
脚
光
を
浴
び
る

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
保
憲
女
集
』
歌
が
、
評
価
、
文
学
作
品
の
考
究
の
対
象
と
な
る
の
は
、
近
代
に

入
っ
て
岡
一
男
氏
の
「
賀
茂
保
憲
女
と
そ
の
作
品
」
や
、
藤
田
明
子
氏
の
「
賀
茂
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

憲
女
研
究
（
一
）
」
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
近
年
に
な
さ
れ
た
『
保
憲
女

集
』
研
究
で
は
、
保
憲
女
と
同
じ
時
代
を
生
き
た
『
源
氏
物
語
』
作
者
で
あ
る
紫
式

部
に
、
保
憲
女
の
歌
や
『
賀
茂
保
憲
女
集
』
が
持
つ
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
想
像
を

か
き
た
て
ら
れ
、
物
語
世
界
に
取
り
込
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
影
響
例
が
報
告
さ
れ
て

　
（
2
6
）

い
る
。
ま
た
、
保
憲
女
の
従
兄
弟
、
慶
滋
為
政
の
孫
に
あ
た
る
相
模
や
、
初
の
組
題

百
首
で
あ
る
「
堀
河
院
百
首
和
歌
」
の
歌
人
ら
、
匡
房
、
公
実
、
俊
頼
、
基
俊
な
ど

の
後
世
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
、
特
殊
な
歌
語
の
摂
取
に
と
ど
ま
ら
ず
、
『
保

憲
女
集
』
全
体
が
、
初
期
百
首
の
一
つ
の
手
本
と
し
て
享
受
さ
れ
た
点
な
ど
、
具
体

　
　
　
　
　
（
2
7
）

化
さ
れ
っ
っ
あ
る
。
保
憲
女
歌
の
、
新
し
い
歌
材
を
自
由
な
詠
風
で
詠
み
ん
で
い
っ

た
、
そ
の
清
新
さ
が
堀
川
百
首
歌
人
ら
の
注
目
を
集
め
た
と
渦
巻
氏
は
述
ぺ
る
。

　
保
憲
女
は
、
天
文
道
に
通
じ
陰
陽
師
、
暦
博
士
と
し
て
も
高
名
で
あ
っ
た
賀
茂
保

憲
（
延
喜
十
七
年
〈
9
1
7
＞
～
貞
元
二
年
く
9
7
7
V
）
の
娘
で
あ
り
、
叔
父
に

は
和
漢
に
通
じ
、
『
池
亭
記
』
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
で
知
ら
れ
る
慶
滋
保
胤
を
持
つ

と
い
う
環
境
に
生
き
た
。
漢
文
や
暦
に
関
す
る
知
識
に
長
け
、
『
保
憲
女
集
』
の
序

文
に
顕
著
に
見
出
さ
れ
る
そ
の
才
能
は
、
対
句
表
現
、
漢
文
訓
読
調
の
語
彙
、
漢
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

の
使
用
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
周
り
と
の
交
流
を
断
っ
た
、
彼
女
の
没
交

渉
的
な
在
り
方
が
、
伝
統
的
な
発
想
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
清
新
な
歌
風
を
生
ん
だ
と

さ
れ
る
。

　
保
憲
女
の
才
能
が
開
花
し
た
『
賀
茂
保
憲
女
集
』
の
作
品
の
、
当
時
、
及
び
後
世

に
与
え
た
影
響
は
決
し
て
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
『
賀
茂
女
集
』
（
『
冷
泉
家

時
雨
亭
叢
書
　
平
安
私
家
集
五
』
平
成
九
年
）
や
和
歌
文
学
大
系
『
賀
茂
保
憲
女
集
』

（
平
成
十
二
年
）
の
刊
行
な
ど
、
近
年
そ
の
研
究
が
進
み
、
我
が
国
の
文
学
史
に
お

け
る
再
評
価
が
図
ら
れ
て
い
る
。
定
家
の
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
に
お
け
る
、
拾
遺

集
一
一
〇
番
歌
の
影
響
が
推
測
さ
れ
る
点
か
ら
見
て
も
、
保
憲
女
と
そ
の
作
品
を
改

め
て
検
討
す
る
に
よ
っ
て
、
定
家
の
歌
風
、
ひ
い
て
は
新
古
今
歌
風
の
究
明
に
、
新

た
な
進
展
が
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

六
　
定
家
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
と
『
源
氏
物
語
』
「
明
石
」
巻

　
最
後
に
、
「
見
わ
た
せ
ば
」

物
語
』
「
明
石
」
巻
、

の
歌
の
背
景
と
し
て
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
『
源
氏

は
る
ぐ
と
物
の
と
ゴ
こ
ほ
り
な
き
海
づ
ら
な
る
に
、
中
く
春
秋
の
花
紅
葉

の
盛
り
な
る
よ
り
は
、
た
ゴ
そ
こ
は
か
と
な
う
茂
れ
る
蔭
ど
も
な
ま
め
か
し
き

に
、
水
鶏
の
う
ち
た
x
き
た
る
は
、
た
が
門
さ
し
て
、
と
哀
に
お
ぽ
ゆ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
大
系
本
よ
り
引
用
）

の
箇
所
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
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『
源
氏
物
語
』
「
明
石
」
巻
の
こ
の
風
景
は
、
右
大
臣
、
弘
徽
殿
大
后
の
策
謀
に
よ

り
須
磨
に
失
脚
さ
せ
ら
れ
た
光
源
氏
が
、
春
の
海
辺
で
旗
を
し
て
い
た
お
り
、
暴
風

雨
に
見
舞
わ
れ
、
明
石
に
漂
着
す
る
。
そ
こ
で
明
石
の
入
道
に
迎
え
ら
れ
明
石
に
移

住
、
初
夏
の
「
の
ど
や
か
な
る
夕
月
夜
に
、
海
の
上
く
も
り
な
く
見
え
わ
た
れ
る
」

浜
の
館
で
、
明
石
入
道
を
相
手
に
、
源
氏
が
琴
を
弾
き
な
が
ら
、
か
つ
て
の
華
や
か

な
宮
廷
生
活
を
思
い
懐
か
し
み
、
配
所
暮
ら
し
の
わ
が
身
を
悲
嘆
す
る
場
面
に
描
か

れ
る
。

　
春
秋
の
代
表
的
景
物
で
あ
る
「
花
紅
葉
の
盛
り
な
る
」
よ
り
は
、
「
は
る
ぐ
と

物
の
と
ゴ
こ
ほ
り
な
き
海
づ
ら
」
を
前
に
、
「
た
ゴ
そ
こ
は
か
と
な
う
茂
れ
る
蔭
ど

も
」
に
趣
が
感
じ
ら
れ
る
と
す
る
詞
続
き
の
集
合
は
、
「
見
わ
た
せ
ぱ
」
の
歌
の

「
花
も
紅
葉
も
」
の
詞
句
を
は
じ
め
、
「
此
詞
を
、
浦
の
苫
屋
の
秋
の
夕
暮
と
取
な
さ

れ
た
る
。
」
と
す
る
『
八
代
集
抄
』
な
ど
の
指
摘
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
見
わ
た

せ
ば
」
の
一
首
全
体
に
呼
応
す
る
の
で
あ
り
、
本
説
と
さ
れ
て
き
た
理
由
も
こ
こ
に

あ
る
の
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
、
そ
の
準
拠
、
引
用
な
ど
で
関
連
を
持
つ

作
品
と
し
て
、
し
ば
し
ば
『
白
氏
文
集
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
須
磨
下
向
か
ら
須
磨
閑

居
を
経
て
、
明
石
移
住
に
至
る
「
須
磨
」
「
明
石
」
両
巻
を
通
し
て
の
、
貴
公
子
光

源
氏
の
境
涯
や
心
事
は
、
配
流
、
流
寓
の
経
験
を
有
す
る
白
居
易
、
道
真
、
屈
原
な

ど
と
軌
を
一
つ
に
し
て
語
ら
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
な
か
で
も
白
居
易
の
左
遷
生
活
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

の
、
境
遇
、
交
友
、
心
情
に
器
を
借
り
て
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
箇
所
は
多
い
。
右
に

挙
げ
た
定
家
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
の
背
景
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
箇
所
の
前
後
に
も
、

『
白
氏
文
集
』
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
本
文
を
控
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
源
氏

が
配
所
に
お
い
て
、
往
時
の
宮
中
生
活
を
思
い
、
今
の
配
所
暮
ら
し
を
嘆
く
と
い
う

本
説
箇
所
一
連
の
場
面
描
写
に
お
い
て
も
、
江
州
に
左
遷
さ
れ
、
佗
び
住
ま
い
を
嘆

き
つ
つ
、
都
で
栄
達
の
道
を
歩
む
友
を
思
い
や
っ
た
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
瘡

山
雨
夜
草
庵
中
」
の
対
句
構
造
と
重
な
る
要
素
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
『
源
氏
物
語
』
「
明
石
」
巻
に
見
ら
れ
る
、
源
氏
の
白
居
易
追
体
験
は
、

「
見
わ
た
せ
ば
」
歌
の
本
説
と
さ
れ
る
箇
所
一
連
に
お
い
て
も
、
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下

鷹
山
雨
夜
草
庵
中
」
を
下
敷
き
と
す
る
形
で
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
引
用
は
詩
句
だ
け
の
表
現
形
式
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら

ず
、
白
居
易
の
、
過
去
を
懐
か
し
み
、
今
を
悲
し
む
と
い
う
心
境
を
も
汲
み
取
っ
た

上
で
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
白
氏
文
集
』
に
通
暁
し
て
い
た
と
さ
れ

る
源
氏
作
者
、
紫
式
部
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
盧
山
雨
夜

草
庵
中
」
に
込
め
ら
れ
た
白
居
易
の
寂
蓼
と
、
源
氏
の
配
所
に
お
け
る
述
懐
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

あ
な
が
ち
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
、
定
家
の
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
背
景
と
さ
れ
る
「
明
石
」
巻
の
本
説
箇

所
一
連
に
も
、
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
底
山
雨
夜
草
庵
中
」
と
の
関
連
が
推
測

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
推
測
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
定
家
「
見
わ
た
せ
ば
」

の
歌
に
も
白
詩
の
面
影
が
形
を
と
ど
め
る
は
ず
で
あ
り
、
拾
遺
集
一
一
〇
番
歌
と
合

わ
せ
て
、
『
源
氏
物
語
』
「
明
石
」
巻
の
本
説
箇
所
一
連
か
ら
も
、
白
詩
の
影
響
を
間

接
的
に
受
容
す
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
定
家
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
と
、
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
盧
山
雨
夜
草
庵
中
」

と
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
結
論
と
し
て
は
、
拾
遺
集
一
一
〇
番
歌
、
及
び

『
源
氏
物
語
』
「
明
石
」
巻
の
本
説
箇
所
一
連
を
通
し
て
の
、
二
重
に
及
ぶ
間
接
的
摂
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取
の
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
様
々
な
要
素
が
入
り
交
じ
っ
て
で
き
た
複

雑
な
一
首
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
石
田
吉
貞
氏
『
妖
艶
　
定
家
の
美
』
に
よ
れ
ば
、
「
二
見
浦
百
首
」
は
、
「
定
家
の

新
し
き
歌
の
出
発
で
あ
り
、
定
家
の
和
歌
革
命
の
峰
火
で
あ
っ
て
、
も
っ
と
も
重

大
」
な
百
首
歌
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
決
意
を
歌
に
し
た
の
が
「
見
わ
た
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

ば
」
の
歌
で
あ
っ
た
と
す
る
。
新
し
い
歌
を
詠
み
た
い
と
い
う
定
家
の
欲
求
は
、

「
和
歌
の
歴
史
を
根
抵
か
ら
揺
が
す
ほ
ど
の
巨
大
な
歌
」
の
助
け
を
必
要
と
し
、
そ

れ
が
西
行
の
、

こ
こ
ろ
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
し
ら
れ
け
り
し
ぎ
た
つ
沢
の
秋
の
夕
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
新
古
今
集
』
秋
上
・
三
六
二
）

の
歌
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
ま
た
、
石
田
氏
は
、
「
定
家
は
『
浦
の
苫
屋
の
秋
の
夕

暮
』
と
い
う
歌
に
よ
っ
て
、
西
行
の
『
鴫
立
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
』
を
、
よ
り
以
上
に

実
感
に
迫
る
荒
廃
と
し
て
詠
み
替
え
て
い
る
」
と
し
て
、
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
が

西
行
「
こ
こ
ろ
な
き
」
の
歌
に
触
発
さ
れ
た
形
で
詠
ま
れ
た
も
の
と
位
置
づ
け
て
い

（
3
2
）

る
。

　
西
行
の
「
こ
こ
ろ
な
き
」
の
歌
は
、
「
こ
こ
ろ
」
を
「
な
し
」
と
打
ち
消
す
こ
と

で
、
後
拾
遺
集
の
時
代
か
ら
歌
に
描
か
れ
続
け
、
類
型
化
し
た
「
秋
の
夕
暮
」
に
、

新
た
な
美
を
提
示
す
る
と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
歌
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

　
（
3
3
）

れ
る
。
「
初
学
百
首
」
「
堀
河
院
題
百
首
」
の
二
つ
の
百
首
歌
を
経
て
も
な
お
、
「
新

し
い
歌
」
を
創
り
出
せ
ず
に
い
た
当
時
の
定
家
に
と
っ
て
、
「
こ
こ
ろ
な
き
」
の
歌

の
存
在
を
知
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
強
烈
で
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。

　
「
こ
こ
ろ
な
き
」
と
打
ち
消
す
こ
と
で
、
「
し
ぎ
た
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
」
が
一
層
薫

条
と
「
あ
は
れ
」
に
浮
き
上
が
っ
て
く
る
と
い
う
西
行
歌
の
仕
掛
け
は
、
定
家
に
拾

遺
集
一
一
〇
番
歌
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
に
関
心
を
向
か
わ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。

「
玉
の
台
」
を
「
な
か
り
け
り
」
と
消
失
さ
せ
る
こ
と
で
現
れ
る
「
菖
蒲
の
草
の
庵
」

の
、
新
奇
ゆ
え
に
新
鮮
な
印
象
は
、
そ
の
ま
ま
定
家
に
「
花
も
紅
葉
」
も
「
な
か
り

け
り
」
と
消
滅
さ
せ
、
代
わ
り
に
荒
涼
と
し
た
「
浦
の
と
ま
や
の
秋
の
夕
暮
」
を
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

り
鮮
や
か
に
現
出
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
「
二
見
浦
百
首
」
が
詠
ま
れ
た
前
年
の
寿
永
四
年
く
l
1
8
5
V
と
い
う

年
は
、
平
家
一
門
が
滅
亡
し
た
年
で
も
あ
る
。
治
承
四
年
く
l
1
8
0
V
、
定
家
十

九
歳
の
と
き
、
平
清
盛
が
安
徳
天
皇
の
外
祖
父
と
な
っ
て
栄
華
の
絶
頂
を
極
め
て
か

ら
、
わ
ず
か
五
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
都
は
戦
場
と
化
し
、
東
大
寺
、
興
福
寺
な

ど
が
焼
失
、
煙
と
消
え
た
。
は
か
な
い
現
実
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
と
も
に
、
王

朝
文
化
、
ひ
い
て
は
王
朝
美
ま
で
も
が
喪
失
し
た
こ
と
を
、
直
感
と
し
て
感
じ
取
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
定
家
の
胸
に
、
「
今
日
見
れ
ば
玉
の
台
も
な
か
り
け
り
」
の
歌
が
、

実
感
と
し
て
響
く
こ
と
が
あ
っ
た
と
想
像
す
る
こ
と
は
難
く
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
歴
史
的
背
景
と
、
そ
こ
に
生
き
た
定
家
の
実
体
験
と
が
、
「
見
わ
た
せ
ば
」

の
歌
を
詠
み
出
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
が
、
『
定
家
八
代
抄
』
を
は
じ
め
と
す
る
定
家
の
秀
歌
撰
等

に
取
ら
れ
て
い
な
い
理
由
な
ど
、
問
題
点
は
ま
だ
残
る
が
、
こ
れ
ま
で
本
説
と
さ
れ

て
き
た
『
源
氏
物
語
』
「
明
石
」
巻
の
箇
所
一
連
と
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
拾
遺
集
一
一
〇
歌
「
今
日
見
れ
ば
」
と
を
介
す
る
こ
と
で
、
定
家

「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
の
背
後
に
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
盧
山
雨
夜
草
庵
中
」
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の
面
影
が
漂
う
も
の
と
、
試
論
を
呈
し
て
み
た
。

註
（
1
）
　
近
年
で
は
、
森
澤
屓
直
氏
「
定
家
歌
『
み
わ
た
せ
ば
花
も
紅
葉
も
』
論
－
研
究
史
の

　
　
検
証
と
解
釈
の
秩
序
－
」
（
「
日
本
文
芸
論
叢
」
平
成
十
二
年
三
月
）
に
お
い
て
、
「
見

　
　
わ
た
せ
ば
」
歌
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
過
程
が
整
理
さ
れ
、
解
釈
上
の
論
点
が
具
体
化
、

　
　
検
証
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
　
杉
本
行
夫
『
懐
風
藻
』
（
弘
文
堂
書
房
　
昭
和
十
八
年
）
、
水
野
平
次
『
白
楽
天
と
日

　
　
本
文
学
』
（
大
学
堂
書
店
　
昭
和
五
十
七
年
）
、
漢
詩
大
系
『
白
楽
天
』
田
中
克
己
著

　
　
（
集
英
社
　
昭
和
三
十
九
年
）

（
3
）
　
小
島
吉
雄
『
新
古
今
和
歌
集
の
研
究
正
篇
』
（
星
野
書
房
　
昭
和
十
九
年
、
和
泉
書

　
　
院
　
平
成
五
年
復
刊
）

（
4
）
　
赤
羽
淑
『
定
家
の
歌
一
首
』
（
桜
楓
社
　
昭
和
五
十
一
年
）

（
5
）
　
石
川
徹
「
定
家
の
作
歌
と
物
語
と
の
関
係
1
『
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
』
の
解
釈

　
　
を
中
心
に
ー
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
昭
和
二
十
四
年
十
月
、
『
古
代
小
説
史
稿
』
増
訂

　
　
版
　
東
京
パ
ル
ト
ス
社
　
平
成
八
年
）

（
6
）
　
久
保
田
淳
『
新
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
（
講
談
社
　
昭
和
五
十
一
年
）

（
7
）
　
長
谷
完
治
「
漢
詩
文
と
定
家
の
和
歌
」
（
「
語
文
」
昭
和
四
十
一
年
六
月
）

（
8
）
　
定
家
と
白
詩
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
原
山
雨
夜
草
庵
中
」
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で

　
　
の
参
考
と
し
て
、
歌
論
集
な
ど
に
見
ら
れ
る
記
述
を
次
に
挙
げ
て
お
く
。

　
　
　
　
常
に
よ
き
詩
を
吟
じ
て
、
心
を
す
ま
す
べ
き
也
。
詩
は
心
を
た
か
く
す
ま
す
も
の

　
　
　
　
に
て
侍
る
か
ら
、
蘭
省
花
時
錦
帳
下
、
盧
山
雨
夜
草
庵
中
、
此
詩
を
ぞ
亡
父
卿
は

　
　
　
　
詠
ぜ
ら
れ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
愚
見
抄
』
日
本
歌
学
大
系
四
巻
）

　
　
　
　
一
、
定
家
の
申
さ
れ
た
る
は
、
歌
を
案
ぜ
ん
時
は
、
つ
ね
に
白
氏
文
集
の
、
故
郷

　
　
　
　
有
母
秋
風
涙
、
旅
館
無
人
暮
雨
魂
の
詩
を
吟
ぜ
ば
、
心
が
た
け
た
か
く
な
り
て
よ

　
　
　
　
き
歌
の
よ
ま
る
Σ
也
。
蘭
省
花
時
錦
帳
下
、
原
山
雨
夜
草
庵
中
の
詩
を
も
吟
ぜ
よ

　
　
　
　
と
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
正
徹
物
語
』
下
・
日
本
歌
学
大
系
五
巻
）

（
9
）
　
『
二
見
浦
百
首
　
藤
原
定
家
拾
遺
愚
草
注
釈
』
（
桜
楓
社
　
昭
和
五
十
六
年
）
に
お

　
　
け
る
神
谷
敏
成
氏
の
指
摘
に
よ
る
。
本
百
首
で
は
他
に
、

　
　
　
　
月
よ
す
る
う
ら
わ
の
浪
を
ふ
も
と
に
て
ま
つ
袖
ぬ
ら
す
峯
の
松
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
拾
遺
愚
草
』
一
九
四
・
雑
「
旅
」
）

　
　
な
ど
も
同
様
の
手
法
と
さ
れ
る
。

（
1
0
）
　
新
釈
漢
文
大
系
『
白
氏
文
集
』
岡
村
繁
著
（
明
治
書
院
　
平
成
二
年
）

（
1
1
）
　
憲
宗
元
和
十
年
く
8
1
5
V
、
白
居
易
は
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
る
。
草
堂
を
作
っ

　
　
た
の
は
同
十
二
年
で
、
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
　
厘
山
雨
夜
草
庵
中
」
の
詩
は
こ
の
年
の

　
　
作
と
さ
れ
る
。

（
1
2
）
　
太
田
次
男
「
白
居
易
及
び
そ
の
詩
文
の
受
容
を
続
っ
て
」
（
白
居
易
研
究
講
座
　
第

　
　
三
巻
『
日
本
に
お
け
る
受
容
（
韻
文
篇
）
』
勉
誠
社
　
平
成
五
年
）
に
よ
る
。
『
白
氏
文

　
　
集
』
の
訓
点
が
一
条
帝
の
時
代
〈
9
8
6
～
1
0
1
0
＞
に
開
始
さ
れ
、
訓
点
本
が
成

　
　
立
し
た
こ
と
で
も
た
ら
さ
れ
た
、
承
和
年
間
く
8
3
4
～
8
4
7
V
初
期
に
次
ぐ
白
詩

　
　
受
容
の
盛
況
を
指
す
。

（
1
3
）
　
『
保
憲
女
集
』
の
成
立
は
、
序
文
の
庖
瘡
流
行
時
編
纂
と
の
記
述
、

　
　
此
歌
は
、
あ
め
の
み
か
ど
の
御
時
に
、
も
が
さ
と
い
ふ
も
の
お
こ
り
て
、
や
み
け

　
　
る
な
か
に
、
か
も
う
ち
な
る
を
ん
な
、
よ
う
つ
の
ひ
と
に
お
と
れ
り
け
り
、
さ
る

　
　
な
か
に
、
た
だ
も
が
さ
を
な
む
す
ぐ
れ
て
や
み
け
る
、
か
さ
の
み
に
も
あ
ら
ず
、

　
　
お
ほ
く
の
や
ま
ひ
を
そ
し
け
る
と
、
か
ら
う
じ
て
こ
の
歌
よ
り
な
ん
よ
み
が
へ
り

　
　
け
る
、

か
ら
、
「
も
が
さ
」
を
天
然
痘
と
見
て
、
正
暦
四
年
く
9
9
3
V
初
冬
か
ら
翌
春
（
作

者
四
十
歳
頃
）
に
成
立
し
た
と
す
る
岡
一
男
氏
「
賀
茂
保
憲
女
と
そ
の
作
品
」
（
「
国
文

学
研
究
」
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
）
の
説
と
、
「
も
が
さ
」
は
天
然
痘
で
は
な
く
麻
疹

で
あ
っ
た
可
能
性
や
、
『
保
憲
女
集
』
一
九
九
番
歌
の
一
節
「
ふ
た
た
び
き
て
し
す
み

ぞ
め
の
こ
ろ
も
」
が
長
徳
三
年
の
、
叔
父
慶
滋
保
胤
他
界
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
点
な

ど
か
ら
、
長
徳
四
年
く
9
9
8
V
頃
に
成
立
し
た
と
の
松
平
盟
子
氏
「
『
賀
茂
保
憲
女

集
』
の
研
究
－
庖
瘡
罹
病
年
代
と
序
文
に
つ
い
て
ー
」
（
「
南
山
国
文
論
集
」
昭
和
五
十

二
年
十
一
月
）
の
両
説
が
あ
る
。
長
徳
二
年
〈
9
9
6
＞
か
ら
同
三
年
の
間
に
成
立
し

た
と
さ
れ
る
拾
遺
抄
に
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
が
採
ら
れ
て
い
な
い
点
か
ら
、
後
老
が

有
力
と
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
『
保
憲
女
集
』
の
歌
の
配
列
か
ら
、
「
今
日
見
れ
ば
」

の
歌
が
、
拾
遺
集
か
ら
『
保
憲
女
集
』
に
加
え
ら
れ
た
可
能
性
は
極
め
て
低
い
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
も
こ
の
説
に
従
う
。
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（
1
4
）
　
「
草
の
庵
」
と
い
う
詞
は
万
葉
集
に
は
な
く
、
ま
た
平
安
期
に
は
用
例
が
少
な
い
よ

　
　
う
で
、
『
伊
勢
物
語
』
第
五
十
六
段
に
、
「
わ
が
袖
は
草
の
庵
に
あ
ら
ね
ど
も
暮
る
れ
ば

　
　
露
の
や
ど
り
な
り
け
り
」
（
一
〇
二
）
と
あ
る
の
が
早
い
例
の
よ
う
で
あ
る
。
勅
撰
集

　
　
で
は
、
「
く
さ
の
い
ほ
な
に
つ
ゆ
け
し
と
お
も
ひ
け
ん
も
ら
ぬ
い
は
や
も
袖
は
ぬ
れ
け

　
　
り
」
（
『
金
葉
集
』
雑
上
・
五
三
三
・
僧
正
行
尊
）
が
あ
り
、
「
草
の
庵
」
は
草
の
縁
語

　
　
の
露
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
院
政
期
に
は
『
法
華
経
』
信
解
品
の
う
ち

　
　
「
止
宿
草
庵
」
が
歌
題
と
し
て
詠
ま
れ
る
が
、
隠
者
生
活
と
深
く
結
び
つ
い
た
、
中
世

　
　
的
歌
語
と
見
ら
れ
る
（
「
草
の
庵
」
項
参
照
・
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
角
川
書
店

　
　
平
成
十
一
年
）
。
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
の
「
菖
蒲
の
草
の
庵
」
と
い
う
歌
語
は
、
時
代

　
　
的
に
も
、
歌
の
措
辞
と
し
て
も
当
時
珍
し
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

（
1
5
）
　
和
歌
文
学
大
系
『
賀
茂
保
憲
女
集
』
武
田
早
苗
著
（
明
治
書
院
　
平
成
十
二
年
）

（
1
6
）
　
「
二
見
浦
百
首
」
当
時
、
定
家
は
三
代
集
を
中
心
に
学
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
点
、

　
　
『
賀
茂
保
憲
女
集
』
自
体
の
存
在
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
想
像
さ

　
　
れ
る
点
か
ら
、
本
稿
で
は
、
「
今
日
見
れ
ば
」
の
歌
が
、
『
保
憲
女
集
』
か
ら
で
は
な
く

　
　
『
拾
遺
集
』
か
ら
定
家
に
よ
り
摂
取
さ
れ
た
も
の
と
想
定
し
て
扱
う
。

（
1
7
）

　
　
　
　
郭
公
な
く
や
さ
月
の
あ
や
め
ぐ
さ
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
こ
ひ
も
す
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
古
今
集
』
恋
一
・
四
六
九
・
題
し
ら
ず
・
読
人
し
ら
ず
）

　
　
　
　
　
　
五
月
五
日
、
小
さ
き
飾
綜
を
山
菅
の
籠
に
入
れ
て
、
為
雅
の
朝
臣
の
女
に
心

　
　
　
　
　
ざ
す
と
て

　
　
　
　
心
ざ
し
深
き
汀
に
刈
る
菰
は
千
年
の
五
月
い
つ
か
忘
れ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
拾
遺
集
』
雑
賀
・
一
一
七
二
・
道
綱
女
）

（
1
8
）
　
佐
藤
和
喜
『
平
安
和
歌
文
学
表
現
論
』
（
有
精
堂
　
平
成
五
年
）

（
1
9
）
　
近
藤
み
ゆ
き
氏
「
摂
関
期
和
歌
と
白
居
易
」
（
白
居
易
研
究
講
座
　
第
三
巻
『
日
本

　
　
に
お
け
る
受
容
（
韻
文
篇
）
』
勉
誠
社
　
平
成
五
年
）
に
お
い
て
も
、
白
詩
の
佳
句
世

　
　
界
の
享
受
が
王
朝
和
歌
に
豊
か
な
広
が
り
を
与
え
、
そ
う
し
て
獲
得
さ
れ
た
美
意
識

　
　
が
、
古
今
以
後
の
伝
統
和
歌
の
あ
り
方
に
一
石
を
投
じ
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
2
0
）
　
『
二
見
浦
百
首
　
藤
原
定
家
拾
遺
愚
草
注
釈
』
に
お
け
る
佐
々
木
貴
子
氏
の
指
摘
に

　
　
よ
る
。

（
2
1
）
　
中
周
子
「
定
家
の
拾
遺
集
享
受
」
（
『
王
朝
の
文
学
と
そ
の
系
譜
』
片
桐
洋
一
編
　
和

　
　
泉
書
院
　
平
成
三
年
）

（
2
2
）
　
他
に
拾
遺
抄
偏
重
の
具
体
的
記
述
に
つ
い
て
は
、
中
氏
に
よ
り
、
範
兼
『
童
蒙
抄
』

　
　
『
後
六
々
撰
』
、
清
輔
『
奥
義
抄
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
2
3
）
　
玉
上
琢
彌
編
『
紫
明
抄
　
河
海
抄
』
（
角
川
書
店
　
昭
和
四
十
三
年
）
を
参
照
。

（
2
4
）
　
定
家
は
『
保
憲
女
集
』
本
文
の
校
訂
を
行
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
定
家
加
筆
の
冷
泉
家

　
　
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
賀
茂
女
集
』
（
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
　
平
安
私
家
集
五
』
朝
日
新
聞

　
　
社
　
平
成
九
年
）
を
見
る
と
、
本
来
あ
っ
た
表
紙
が
失
わ
れ
た
後
の
現
表
紙
に
は
、

　
　
「
賀
茂
女
集
」
「
一
首
無
可
取
歌
」
と
定
家
の
も
の
と
思
わ
れ
る
筆
跡
が
あ
り
、
こ
の
現

　
　
表
紙
は
、
定
家
の
心
覚
え
の
メ
モ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
「
解
題
」

　
　
片
桐
洋
一
氏
に
よ
る
）
。
「
｝
首
無
可
取
歌
」
は
、
取
る
べ
き
秀
歌
が
な
い
意
な
の
か
、

　
　
損
傷
な
ど
に
よ
る
文
脈
不
正
の
ひ
ど
さ
の
た
め
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
な
の
か
分
か

　
　
ら
な
い
。
保
憲
女
の
歌
自
体
が
持
つ
晦
渋
さ
、
伝
統
を
無
視
し
た
新
奇
な
詠
は
諸
家
の

　
　
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
恣
意
的
な
本
文
改
訂
は
絶
対
せ
ず
に
、
他
本
に
よ

　
　
る
校
訂
の
み
に
執
着
し
た
定
家
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
著
し
い
本
文
の
乱
れ
は
如
何
と
も

　
　
し
難
く
、
本
文
を
空
白
の
ま
ま
残
し
た
り
、
読
解
不
可
能
な
本
文
を
そ
の
ま
ま
と
ど
め

　
　
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
古
今
集
の
撰
集
資
料
と
し
て
は
不
十
分
と
判
断
し
た
も
の
と
す

　
　
る
、
片
桐
氏
の
指
摘
も
あ
る
（
実
際
に
は
、
『
新
古
今
集
』
雑
下
・
一
七
四
四
番
歌
と

　
　
し
て
、
『
保
憲
女
集
』
一
七
七
番
歌
が
「
読
人
不
知
」
で
入
集
、
撰
老
は
雅
経
と
な
っ

　
　
て
い
る
）
。

（
2
5
）
　
岡
一
男
「
賀
茂
保
憲
女
と
そ
の
作
品
」
（
「
国
文
学
研
究
」
昭
和
二
十
五
年
十
｝
月
、

　
　
『
古
典
の
再
評
価
』
有
精
堂
　
昭
和
四
十
三
年
）
、
藤
田
明
子
「
賀
茂
保
憲
女
研
究
（
一
）
」

　
　
（
「
国
語
国
文
研
究
」
昭
和
三
十
五
年
十
月
）

（
2
6
）
　
天
野
紀
代
子
「
『
ま
れ
の
細
道
』
賀
茂
保
憲
女
と
紫
式
部
を
つ
な
ぐ
」
（
「
日
本
文
学
」

　
　
昭
和
六
十
三
年
八
月
）

（
2
7
）
渦
巻
恵
「
『
賀
茂
保
憲
女
集
』
再
評
価
」
（
「
中
古
文
学
」
平
成
八
年
五
月
）

（
2
8
）
　
中
島
絵
里
子
「
『
賀
茂
保
憲
女
集
』
の
研
究
－
保
憲
女
の
発
想
と
漢
詩
文
1
」
（
「
新

　
　
樹
」
平
成
八
年
九
月
）

（
2
9
）
　
金
子
彦
二
郎
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集
句
題
和
歌
・
千
載
佳
句
研
究
篇
』

　
　
（
培
風
館
　
昭
和
十
八
年
）
、
古
沢
未
知
男
『
漢
詩
文
引
用
よ
り
見
た
源
氏
物
語
の
研
究
』

　
　
（
桜
楓
社
　
昭
和
三
十
九
年
）
、
丸
山
キ
ヨ
子
「
源
氏
物
語
と
漢
詩
文
ー
特
に
白
氏
文
集

　
　
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
ー
」
源
氏
物
語
講
座
第
八
巻
『
諸
本
・
源
泉
・
影
響
・
研
究
史
』

　
　
（
有
精
堂
　
昭
和
四
十
七
年
）
な
ど
を
参
考
。
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（
3
0
）
　
天
野
紀
代
子
「
交
友
の
方
法
i
沈
論
・
流
諦
の
男
同
志
－
」
（
「
文
学
」
昭
和
五
十
七

　
年
八
月
、
『
源
氏
物
語
の
視
界
－
准
拠
と
引
用
』
王
朝
物
語
研
究
会
編
　
新
典
社
　
平

　
　
成
六
年
）
で
は
、
『
源
氏
物
語
』
「
葵
」
「
賢
木
」
「
須
磨
」
巻
を
通
し
て
、
『
白
氏
文
集
』

　
　
の
詩
句
、
詩
語
、
状
況
と
い
っ
た
「
形
」
の
上
の
参
考
だ
け
で
な
く
、
白
居
易
の
心
情

　
　
に
ま
で
接
近
し
、
表
現
し
得
た
と
し
て
、
源
氏
物
語
作
者
は
白
居
易
圏
の
交
友
の
本
質

　
　
を
見
抜
い
て
い
た
と
す
る
。

（
3
1
）
　
石
田
吉
貞
『
妖
艶
　
定
家
の
美
』
（
塙
書
房
　
昭
和
五
十
四
年
）

（
3
2
）
　
一
方
、
西
行
の
「
こ
こ
ろ
な
き
」
の
歌
が
収
め
ら
れ
た
『
御
裳
濯
河
歌
合
』
は
、

　
　
「
二
見
浦
百
首
」
の
翌
年
、
文
治
三
年
〈
1
1
8
7
＞
に
結
構
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る

　
　
こ
と
か
ら
、
「
二
見
浦
百
首
」
の
頃
、
定
家
が
西
行
の
「
こ
こ
ろ
な
し
」
の
歌
を
知
っ

　
　
て
い
た
の
か
ど
う
か
疑
う
説
も
あ
る
（
『
二
見
浦
百
首
　
藤
原
定
家
拾
遺
愚
草
注
釈
』

　
　
に
お
け
る
神
谷
敏
成
氏
に
よ
る
指
摘
）
。
し
か
し
、
「
二
見
浦
百
首
」
が
西
行
勧
進
に
よ

　
　
っ
て
な
さ
れ
た
点
、
西
行
に
な
り
代
わ
る
よ
う
に
し
て
詠
ま
れ
た
歌
が
散
見
さ
れ
る

　
　
点
、
ま
た
本
百
首
「
し
ぎ
の
た
つ
秋
の
山
田
の
か
り
枕
た
が
す
る
こ
と
そ
心
な
ら
で
は
」

　
　
（
『
拾
遺
愚
草
』
一
九
〇
・
雑
「
田
家
」
）
の
歌
の
存
在
な
ど
か
ら
、
西
行
「
こ
こ
ろ
な

　
　
き
」
の
歌
と
の
関
連
を
検
討
す
る
見
方
も
あ
り
（
上
野
一
孝
氏
「
定
家
『
二
見
浦
百
首
』

　
　
の
構
想
」
『
論
集
　
中
世
の
文
学
　
韻
文
篇
』
久
保
田
淳
編
　
明
治
書
院
　
平
成
六
年
）
、

　
　
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
に
お
け
る
西
行
「
こ
こ
ろ
な
き
」
の
歌
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　
　
は
説
が
分
か
れ
る
。

（
3
3
）
　
拙
稿
「
『
心
な
し
』
の
歌
に
つ
い
て
1
千
載
・
新
古
今
を
中
心
に
ー
」
（
『
日
本
文
芸

　
　
思
潮
史
論
叢
』
大
野
順
一
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
　
平
成
十
三
年
三
月
）

（
3
4
）
　
定
家
の
、
人
の
意
表
を
突
く
面
白
さ
が
目
を
引
く
、
第
三
句
で
打
ち
消
す
形
の
詠

　
　
は
、
既
に
「
初
学
百
首
」
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
久
保
田
淳

　
　
『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
「
新
古
今
へ
の
道
」
東
京
大
学
出
版
社
　
昭
和
四
十
八
年
）
。

　
　
　
天
の
は
ら
お
も
へ
ば
か
は
る
色
も
な
し
秋
こ
そ
月
の
光
な
り
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
拾
遺
愚
草
』
三
七
・
秋
）

　
　
　
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
も
含
め
、
こ
の
よ
う
な
詠
法
は
定
家
に
見
ら
れ
る
個
性
と
し

　
　
て
、
早
く
は
赤
羽
淑
氏
『
藤
原
定
家
の
歌
風
』
（
桜
楓
社
　
昭
和
六
十
年
）
な
ど
に
よ

　
　
っ
て
、
「
定
家
の
否
定
表
現
」
と
い
う
形
で
指
摘
さ
れ
、
他
に
和
泉
久
子
氏
「
定
家
の

　
　
歌
に
お
け
る
『
な
か
り
け
り
』
・
『
な
し
』
の
用
法
の
一
面
」
（
「
鶴
見
女
子
大
学
紀
要
」

　
　
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
）
な
ど
の
論
文
が
あ
る
。
ま
た
、
谷
知
子
氏
「
新
古
今
歌
人
の

「
消
失
」
を
詠
ん
だ
歌
群
に
つ
い
て
ー
イ
メ
ー
ジ
の
重
層
法
の
形
成
ー
」
（
「
国
語
と
国

文
学
」
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
）
で
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
当
時
の
歌
風
の
動
向

と
の
関
わ
り
、
さ
ら
に
「
見
わ
た
せ
ば
」
の
歌
が
持
つ
連
歌
的
要
素
に
つ
い
て
も
今
後

検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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